
 
第７次尾花沢市総合振興計画 

の を考える 

ワークショップ 

 

第５回 令和２年８月23日（日）（会場：尾花沢市役所） 

テ ー マ まちづくりについて考えよう❸ 

 

尾花沢市の新たなまちづくりの指針となる「第7次尾花沢市総合振興計画（令

和３年度～令和 12年度）」の策定に向けて、住民の皆さんと一緒に、まちが目

指すべき理想の姿や、そのために必要な取り組みについて話し合い共有するた

め、「尾花沢市の未来を考えるワークショップ」がスタートしています！ 

第５回目では、自分たちができることについて、意見を出し合いました。 

 

総合計画とワークショップ  

総合振興計画は、将来、尾花沢市をどのようなまちにしていくのか、目指すまちの実

現に向けてどのような手法で取り組んでいくのかを、総合的・体系的に取りまとめたも

のです。尾花沢市では令和３年度から始まる新しい総合振興計画を作成しているところ

です。 

10 年後の尾花沢市を活気のある明るいまちができるよう、尾花沢市に住んでいる関

わりがある皆さんに意見を出してもらいながら新しい総合振興計画を作っていくため

に、このワークショップを実施しています！ 

 

 

 

 

ワークショップの実施にあたって  

 

参加者及び職員の健康と安全を最優先に考え、参加者同士の距離を確保する

とともに、備品を共有しないなど、新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じ 

た上で実施させていただいております。 

 

 

第５回ワークショップの内容  

 

総合振興計画は行政がまちづくりを進めていくための計画ですが、住民の皆

さんの協力が必要不可欠です。 

そのため、普段の生活のなかで、住民の皆さんに協力していただきたいこと

を位置付けていく予定です。 

今回のワークショップでは、尾花沢の未来のために、「市民、地域、民間など、

それぞれの立場で取り組みたいこと」、「総合振興計画中で啓発したいこと」な

どをシートに記入していただきました。 

■シート記入例 
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■検討結果：「自分たちでできること」  ※一部抜粋 

産業 
グループ 

農林業 
 地域特産物を充実させ、農業を活性化させるために、市民が、
地域の特産物をアピールし、地元の農産品を購入する。 

商工業 

 商店街を活性化するために、市民が、商店街でもっと買物を
する。地元で買うことを意識する。 

 尾花沢を良く知ってもらうために、市民が、市内にある公共
施設の見学を行う。 

観光・交流 

 旅行客を呼び込む。観光収入を増加させるために、地域で、
モデルルートを作る 

 尾花沢を全国に知ってもらうために、市民が、SNS 等へ積極
的に投稿する。 

健康・ 
福祉 
グループ 

健康づく

り・医療 

 いつまでも健康で活動できるからだをつくるために、市民
が、積極的に運動に取り組む。 

 健康寿命を延伸させるために、市民が健康診断を受ける。声
かけをする。 

高齢者福

祉 

 安定した収入を得るために、企業が、高齢者や障害のある方
を積極的に雇用する。 

 高齢者の活躍の場づくりのために、団体が、活躍したい高齢
者の受け皿をつくる。高齢者の派遣等事務局的役割を担う。 

都市基盤 
グループ 

住環境・交

通体系・道

路網 

 ゴミの減量を目指すために、市民、地域が、ゴミを減らすた
めの工夫を学ぶ勉強会や講習会をする。 

 空き公共施設を有効に再利用していくために、地域、団体が、
協力して管理していく。 

消防・防

災・安全対

策 

 防災・対策のために、市民が、避難訓練へ積極的に参加する。 

 「交通事故０」を目指すために、市民が、交通ルールを守る。
時間に余裕を持って行動する。 

環境保全・

雪対策 

 「緑豊かな尾花沢」を目指すために、市民、団体が、山の整
備に協力し、植樹する。 

 リサイクルの推進のために、市民が、リサイクル教室などで
勉強する。ゴミをより少なくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て・ 
教育 
グループ 

子育て支

援 

 みんなで子育てをするために、市民、地域が、地域の子ども
（登下校中の子どもも）を見守る。あいさつなどの声掛け。 

教育 

 おばねが好きな子どもを増やすために、地域が、積極的に学
校に関わる。 

 家庭学習が難しい家庭への支援をするために、市民が、公民
館や図書館で勉強を教える。 

生涯学習・

スポーツ 

 地域の伝統をつなぐために、市民が、祭りなどの担い手を確
保する。 

協働・ 
行財政 
グループ 

協働のま

ちづくり 

 みんな笑顔で元気に暮らし続けるまちのために、地域行事に
若者から高齢者まで積極的に参加していく。 

行財政 

 誰もが気軽に利用できる活気のある市役所にするのために、
市民や飲食店・団体が、市民サロンや庁舎を生かした展示や
イベントを行う。 

情報発信 
 市民一人ひとりに情報が行きわたるために、地域の人々が、
イベントの情報をお互いに教え合う。 

 

次回（第６回）ワークショップは… 

2020年９月 6日（日）9：30～12：00 

場所：尾花沢市役所 

テーマ：「発表会」 

※引き続き同じグループで行います。 

お問い合わせ先 

 

尾花沢市 総合政策課 政策企画係 

TEL:0237-22-1111（内線223） 

FAX: 0237-22-3756 

 


